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センター

早期開設の
避難場所

指定緊急
避難場所

濃厚接触者

◎次長級
調整会議

警戒レベル
(避難情報)

第２号体制（早期運営）
◎災害警戒本部体制

【早期～開設準備】判断

担当職員の配置

※有症者を確認

避難者受け入れチェック表記入

スポ森ロッジの確保

自主
避難場所

自宅療養者

有症者

※収容人数超過

警戒レベル２（気象庁）
・大雨注意報
・洪水注意報

警戒レベル３
・高齢者等避難

警戒レベル１（気象庁）
・早期注意情報

警戒レベル４
・避難指示

防災気象
情報

警戒レベル２相当
・氾濫注意情報

警戒レベル３相当
・氾濫警戒情報 ・洪水警報 ・大雨警報

警戒レベル４相当
・氾濫危険情報
・土砂災害警戒情報

第１号体制（早期準備）

運営は２名(３名)体制≪８時間３交替≫

“台風情報”による暴風域に入る
確率が30%以上、かつ”警報級
の可能性”が「中」以上と発表。
もしくは“気象台防災シナリオ”で
警報級の見通しであるとき

【早期～開設】判断

５日前－2日前－－－－－－1日前

第一号体制（早期準備）の配備基準が継
続し、各防災情報から総合的に判断して
本市に影響を受ける可能性が高いとき

特定配信メールで指示・依頼をする

保健師の配置

参考

避難先調整中

発令前に可能なら開設準備

特定配信メールで指示・依頼をする

準備は２名体制

早期開設の避難場所の
開設準備
（おおむね１６時までに） 移送要請TEL

２７施設を順次開設

本部会議等により判断

発令

開設（発令と前後することもある）

発令地域の自主避難場所の開設区・自治会役員へ連絡 区・自治会役員へ連絡

本部会議等により判断

発令

特定配信メールで指示・依頼をする

レベルの解除のタイミング
状況により判断、以下は
目安

・土砂災害警戒情報や
氾濫危険情報等の解除を
基本に判断

４中核地域市民Ｃ＋岩上体育館で随時受入れ

（準備体制は設置しない）

避難場所の閉所のタイミ
ング

状況により判断、以下
は目安

・準備体制に移行かつ
避難者がいない

・避難者がいる場合は
継続

＜メール配信例＞
台風〇号接近に伴い、△日に伴い、本日●時●分よ
り早期開設の避難場所を開設します。
地域内に避難に時間を要する方等がいらっしゃいまし
たらお声かけ等ご協力をお願いいたします。

＜メール配信例＞
台風第●号の接近に伴い、本日●時●分に【警戒レベル３】避難準備・高齢者等避難開始を発令しました。
次の地域の方は避難の準備を、避難に時間を要する方（高齢者、子ども、障がい者等の方）は避難を始めてください。
・〇〇地域・〇〇地域（避難場所）区・自治会で開設された指定緊急避難場所、及び市の開設する指定緊急避難場所
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